
(1)伐採（木を伐る） (6)植え付け後1年7ヶ月経過

(2)地拵え（伐採後の材や枝を整理する） (5)育林（下草刈り）

(3)植林（苗木の植え付け） (4)植え付け後7ヶ月経過

利根沼田森林組合

SGEC森林認証の取り組み

持続可能な森林資源の活用を目指して

令和7年4月2日



ＳＧＥＣ森林認証の取り組み

設 立 日 ： 平成15年4月1日
事 業 規 模 ： 出資総額 82,906千円
組 合 員 数 ： 4,163名
役 員 数 ： 理事15名、監事4名

職 員 体 制 ：

群馬県利根郡川場村（本所）
群馬県沼田市利根町（支所）

職   員 9名
現場技能者 28名
木   工 １名

所 在 地 ：

管 内 民 有 林 ： 27,719ha
SGEC認証森林：  4,400.22ha
認 証 期 間 ： 2024/9/1〜2027/8/31

事 業 実 績 ：

管 内 市 町 村 ： 沼田市、川場村、昭和村
みなかみ町

素材生産 17,849m3
除・間伐 201.1ha
造  林     1.8ha
その他保育 115.0ha
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平成29年9月 SGEC森林認証取得 認証面積 3,979.23ha 令和6年

「川場村が目指す新たなふるさとづくり 〜グリーンバリュープログラムの実現〜」

利根沼田森林組合ＳＧＥＣ森林認証の取り組み

 平成20東京オリンピック・パラリンピック
新国立競技場 軒庇（のきびさし）に使用する
ため、全国から約190立方メートルスギ材が調達
されました。群馬県からは、県内唯一SGEC認証
を取得していた利根沼田組合が川場村産スギ材
を出荷しました。

川場村グリーンバリュープログラム「木材コンビナート構想」との連携

 利根沼田森林組合が本所を置く群馬県川場村
では平成24年、東京農業大学や清水建設と「元
気なふるさとづくり協定」を締結、農業と観光
に林業を加えた「木材コンビナート事業構想」
を立ち上げました。
 構想の中心は、川場村の「豊富な森林資源の
有効活用」で、構想に基づき平成27年に株式会
社ウッドビレジ川場を設立しました。
 ウッドビレジ川場では、間伐材を中心とした
製材施設を軸として、間伐由来の木質バイオマ
ス発電施設を併設、世田谷区へ向け電力を供給
しているほか、廃熱を利用した農業用ハウスを建設し、いちごやバナナ、キノコの栽培を行い、近接する年間
約250万人が訪れる日本一の道の駅「田園プラザ川場」へ出荷するなど、村内の資源を活用した循環型の事業
が進んでいます。
 ウッドビレジ川場への木材供給は利根沼田森林組合が担い、令和3年10月には、CoC森林認証を取得。
 川場村役場庁舎新築に当たり木材コンビナート構想に基づき、初めて認証材を出荷しました。

4,400.22ha

ＳＧＥＣ森林認証取得

利根沼田森林組合
CoC森林認証取得

ウッドビレジ川場

ウッドビレジ川場

製材事業

温室農業発電事業
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資料提供：川場村

 施   設： 役場庁舎、学習館、エネルギーセンター
 延べ床面積： 4,180 m2
 構   造： 木材と鉄骨フレームの組み合わせ
 施 工 期 間： 着 工 R4年1月 完 成 R5年10月
認証材(スギ)： 1,840 m3 10,357 本
木材調達先： 川場村村有林

kawa ＢＡＳＥの概要

kawa ＢＡＳＥ（川場村役場庁舎）建設の事例

kawa ＢＡＳＥ 全景

ロビー

エネルギーセンター解説板

木質バイオマス施設
エネルギーセンター

二階 ホワイエ
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【プロジェクト概要】
〈名称〉利根沼田地区森林プロジェクト 〈方法論〉森林経営活動
〈期間〉2023年4月1日〜2039年3月31日 〈プロジェクト実施者〉利根沼田森林組合
〈場所〉沼田市、みなかみ町、川場村 〈プロジェクト管理者〉群馬県森林組合連合会
〈対象森林面積〉 831.68 ha（SGEC認証森林） 〈J-クレジット保有者〉株式会社サンワ

左から八木原代表理事会長（群馬県森林組合連合会）、外山代表理事組合長
（利根沼田森林組合）、遠藤代表取締役社長（サンワ）

（株）サンワ 会社概要
本  社： 群馬県前橋市 売上高： 165.6億円
資  本 金： 3,000万円 従業員： 440名
主な事業： 石油製品、プロパンガスの卸、ガソリンスタンドの運営ほか

株式会社サンワ様ホームページ資料（対象森林面積等一部加筆）

サンワと利根沼田森林組合（川場村、代表理事組合長 外山京太郎）と群馬県森林組合連合会
（前橋市、代表理事会長 八木原勇治）は、群馬県内の森林由来のJ-クレジット創出に向け
て、本プロジェクトの実施に合意しました。
このたび2024年6月6日のJ-クレジット制度認証委員会において、プロジェクト登録の承認とな
り、今後利根沼田森林組合が管理する森林で、年間CO₂吸収量1,500ｔ、認証対象期間16年間の
クレジット創出プロジェクトを実施していきます。
創出されたクレジットは、サンワが販売するＬＰガスのCO₂排出量のオフセットに活用してい
きます。

2024/6/18
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ｍｅｍｏ

 緑の循環SGEC国際森林認証制度取得

※本書に使用したグラフ、イラスト（図-5、-8を除く）は林野庁HPより引用しました。

利 根 沼 田 森 林 組 合
〒378-0101 群馬県利根郡川場村大字谷地2054-4

 TEL:0278-52-2127 FAX:0278-52-3557
 https://www.mimizuku.or.jp

PEFC/31-21-1244

～継ぐ技術 未来へ渡す 木のバトン～

https://www.mimizuku.or.jp

